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TETRAETHYLTHIURAMDISULFIDE及びその
関係化合物の皮膚科的応用に1剣する実験的研究

第皿編　TETRAETHYLTHIURAMDISULFIDE軟膏の
　　　　皮慮刺激性および実験的肖癬菌感染モルモツトの

　　　　治療効果について

1］a署寸134｛Fこ12月28　日　・受イ、1’

，　　　　　　　　　　　　　　信州大学医学部薬JI廷叢学教常　（三1三任：赤羽治郎教授）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　丹　　羽　　源　　之　　助

　　　　　　　　Experimental　Studies　on　Derrnatolgical　Application　of

　　　　　　　　TETRAETHYLTHIURAMDISULFIDE　and　Its　Related
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Compounds

　　　　　III．　On　the　Local　Irritability　of　TETRAETHYLTHIURAMDISULFIDE
　　　　　　　　　　　Ointment　and　Its　Curative　ISffects　on鷺xperimental

　　　　　　　　　　　　　　　　Trychophytiasis　in　Guinea　Pigs

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Gennosuke　Niwa
　　　　　　　Department　of　PharmacoZogy，　Faculty　of　Medicine，　Shinshu　University

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Directcr；Prof．　J．　Akabane）

　　　　　　緒　　冒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　輿験材料

瀦①②は第Lπ編におし・て各種白㈱にたい　被検藁、（1）TETD　l　e－一・09を，　P。！y，tl、ylene

する，Tetraethylthiuramdisulficle（T珍TD）のin　　　glycQ1軟膏99～909と配合せそ，もの。（H）TETD　1～

vit「oの抗菌作用・TETDの斉顧韓薬材料との配合に　　109を，10％相当のPropylene　91yculとよく研和し，

おける安定性について実験した結果・TETD軟膏の皮　　　Pvlyethylene　91yco1軟｝lli；89～809と醒合せるもの。

1翻領域への応用に糊性を劔めた。　　　　　効加臓のために実験した1ノ泊㈱剤：5％U・d一
　本編においては，第1編で抗菌影F用のもつともすぐ　　ecylenic　acid（Und），3％Alkylbenzyltrimethyl－一

れ誠績を示した，TETb－P・ly・］hyl…gly・Ql　l網　amm・ni・m・hl。，id，（ATMA），0．1％Thi。1・ti。

およびTETD－Propylene　glycol－polyethylene　gly－　　（粗製），5％Pentachiorphenol（PCP），10％Dlhy－－

col軟欝を用いて，ヒトの健康ならびに掘傷皮嚇にた　　　droacetic　acid（DHA）。

いする刺激性・さらに経皮的吸収による審作用の有無　　　同じく効力比較のため窯験した繁用白癬症治療薬：

を・動物を使用して実験した。さらに，TETD軟轡を　　　Undecylenic　acid製剤．としてAndecin（中村滝），

治療薬として応用したいための塞礎実験として，実験　　　Alkylbenzyltrimethylammonium　chloride製剤とし

的白癬菌感染動物にたいする治療効果を実験した。い　　　てOronine（大塚製薬），　Pentachlorphenol製剤と

ままで動物の皮庸に・白癬歯③あるいはCandida④な　　　してPoPo（鳥艦薬品）およびPCP（橘生），　Thio一

どを接櫨することは困難とされていたが，履近これら　　lutin製剤としてAureothricin（万有製薬）。以上

のうちある種の菌の接露は可能となった。白癬菌のう　　市販品の軟膏懸剤は親水軟轡。

ちでも接種園難なのは趾闇菌とされるが，星芒状蘭は　　　　帯藥材料：Polyethylene　glycol料軟（PEGO），

比較的容易であり③⑥，またその炎症も比較的著明で　　　？ropylene　glycol（PG），　Hydrophilic　ointment

あるとされる。それゆえ私は星芒状繭をえらび，モル　，　（HO）。

モットの皮腐へ移植感染させ，これにたいするTETD

　嫡の治療効果を目標に実験を行つた。さらに参考ま　　　　　実験方怯および成績

でに協同研究者とともに私が信州大学皮牌科教室にお　　　　　　1　小児の健康皮膚にたいする局所刺激性

いて試験した，臨床成績の一一・一部をつけ加え二（報告す　　　　　　試験　　　　　　　　　　　　　　　、

る。　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実験方法言5～7才の男女5人を1群として，左右
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の両前隙内側部分を70％Alcoholにてふき，それぞ　　　発赤・励所の隆起・lli乞燥および皮膚炎蹴どの各刺激症

れの局所に左腕上部よりPEGQ㈱照），被検薬（D　　　状はいずれもみられなかつた。10％TETD軟轡で

としてTETD－PEGOの各1％，2％，3％，右腕上　　　は，24h，48hの経過において，被検薬（1）に1例

部より同じく4％，5％，10％の7種の軟；自；を鷺布し　　　のみ疵痒惑を訴えた（第1，2衷）。

た。また被検薬（1［）としてTETD－PG－PFGOの　　　　　皿　小児の損傷皮闇にたいする局所刺激性

上記各％に調製したものを，被検薬（1）と同様他の　　　　　　　試験

5人を1群として塗布した。塗布方法としては，約　　　　実験方法：損傷皮1｝髪1のつくりかた：70％AlcohoI

】gの被検薬を，τ肖径約2cmの局所皮膚に，指サック　　で消｝1垂した前搏の局所の表皮に，乱切匁を用いて，わ

を用いてよく塗擦し，さらにその上へIlント布に鞭布　　　ずかに出前工を認めるまで数本の切傷をつくり，この局

した軟瞥1gをおおい霞ね，ビ丹一eル布でその部分を　　所にり三験［の場合と金く嗣じ方法で同様ll三験した。判

おおいかつ固定した。このようにして被検薬（1），　　　定方法もll｛1じである。

（T［）を使用した2群の計1〔｝人について，経過時間241i　　　磐膨セ成績；健康皮膚4滅島｛験成続同様，　TETI）混和

および！18hに区別して皮ll騨lj激性を観察しt・：　o対照と　　　1～5％霜での被検藁（1）および（］Dのいずれも’

してPEGOを塗布した。刺激度としては5人のうち，　　　また24hまたは48hの経31蚤時間ののちに，第3，4喪

工人でも刺激性症状を訴丸た場合は，刺激性陽性（・ト）　　　に示すごとく，なんらの刺激性薯lil状を認め加かつた。

と定めた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10％TFTI）においては，被検藁（DおよびCiD

　爽験成績：小児の健厨‘皮膚では，第1，2：ノミに示す　　　のいずれも軽麗の療痒感・発赤潟よび局所皮嚇の隆1【…ll

ごとく，TETD混和1～留ヒ～までの被検癩（Dおよ　　　な認めた（第3，4糞）。これらの成絨は第5喪にまと

び（1Dのいずれにおいても，また経過ll寺問の24h，　　めて示した（第5褒）。

48hのいずれの場合においても，自覚的刺激・掻擁感・

第1表　　，　小児の健唖皮膚に対する刺激性試・験成糸it
　　　　　　　　　　　l皮険薬（・1）　TETD－PEG軟膏

被藤麹噸24娼陣28i・・28「互孫　

対lllg，　PEGo　l・一一L－L－L＿

㌔症状脚勺騨1製鵬擁赤嚇嚇旭

、～，鑑TETD　L．．．一一一
　　　　　　　　　　　l　　　　　　l

10％TETD一一＋＋レー

轄燥状劇皮膚炎

24　28 24　28

第2表　　　小児の健’康皮膚に対する刺激挫試験成継
　　　　　　　　　被検薬（D　TETD－PG－PEG　l吹韓

＼、　症　状
　＼　　　　，．　，Trr＿t一＿＿

被検薬＼墨塑塑

対　照　PEGO
1－－5％　TETD

　10％　TETD

蝋醐轍櫨痒感発赤胤折の隆榔藤状態

2・t　・812448244824482・48
　　　　　　　　　　　　　　1＿　　　一　　　　　＿，　　一　　　　　一　　　＿　　　1　　－　　　一

皮牌炎

24　48

第3衷　　　小児の損傷皮庸に対する刺激性試験戒績
　　　　　　　　　　　被検薬（1）　TETD－PEG軟轡

・＼症状　自覚的刺激1療痒露藤発　赤
tS． ＿醜＿＿＿＿1i＿＿＿＿＿m、＿＿＿＿、＿pm叩

被検薬糊噸1・4・司・・48 24　48

対照PEG・一一　一一1－一
］～5％　TETD　　－　一　　　一　一　　　一　一

　10％　TETD　　－　　一　　　十　　十　　　十　　＋

局所の隆起

　24　48

十　　一F

乾燥状態

24　48

皮膚炎

24　48
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第4表　　　　小児の損傷皮鵬に対する刺激性試験成績
　　　　　　　　　　被検薬（ID　TETD　一　PG　一一　1）EG軟膏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　発　　赤周所の隆起　＼＼　　症　状　　自覚的卿」激　　　　　　　　　　　　　　眠搾感
　　　　　．．．1、一一tt．－P　．一一一一　一一一．　一一　一一一　　・一．一　　一一…一一一一・一一

被検薬＼経過時間244824482448i2448’
対　　照　　PEGO　　－　　－

1～5％　TETD　　－　－

　10％　TETD　　－一　一　　　十　十　　　十　十　　　十　十

申乞燥状熊

2il・48

皮膚炎

24　48

一引一一一
＿　＿　1＿　＿

第5裏　小児の損傷皮膚に対する刺激性試験にオb一　　　　第6炎　小児の健康皮膚にたいする各種白癬i礁治

　　　　ける実験例成績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　綴薬の｝laj激性試験比較1或：績
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激
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0
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：il

：Ll

；一二　　（鋤（i）内の数字暇脚1に・紺る刺鮒三を
一． @＋　　　　　　　　訴えた例数5人を1群とし，1人でも刺激
　　　　　　　　　　　性：を訴えた場禽（＋）で矛iした　　‘

皿TETDiFk：ll？1；と舗繁∫Hl圭癬禰1藤破　　第7、・；k小児の鵬蛸にた、、する禰白蹴治

膚刺激性比較試験　　　　　　　　　　嘱‘薬の刺激性試脚ヒ・【賊績
　突験方法：被検薬は薬局方の製剤方法にしたがつて　　　・㌶．　…議養状

製剤した。TETDのみはPGを10％含有，その他の被　　　　　＼、

検薬は5％を含有し，塘剤としてPEGOを用いた。　　　被検薬　　＼、

塗布方法は実験1，1［の場合と同じである。　　　　　　　対照PEGO

　小児の健康ならびに損傷皮膚の場合：右前鱒上部よ　　　　10％TETD

りTETD，　UndおよびATMA，左前勝上部より　　　　5％　Und
PCP，　ThiolutinおよびPEGOの順に塗布。成入の　　　　3％ATMA

損傷麟の搬・楠臆嫡1より10％TETD－PG－　°・1％「Vhi・1・・tin

HO，　A。deci。，0，。nineおよびP。P。，左前1蹴部　　5％PCP

自刺疲
鴬　輝
的激　　感
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鰍皮の1皮の1皮

燥態1纒離饗

）十（5）十（1）

7暑一（5）十（1｝

＋（1）

十（2｝

＋（4）

司一（5）

一一
引一
」＿

「闘
i＋（31－

i＋（4）；一

刺

激
度

0

1

2

2

3

3

よりPCP・Aureothricin，　DHA－HOおよびHOの　　　　（註）　（　）内の数宇は粟験例における刺激性を

順に塗布した。成継は24h経過後，っぎの刺激度にょ　　　　　　訴えた例数5人を1群とし01人でも刺激
つて観察した。0度は発赤・皮講面の隆起．硬化およ　　　　　　　性を誹えた場合（＋）で示した

び皮虜炎がいずれも陰性（一）の場合である01度は

発赤のみ；2度は発赤と皮膚面の隆起；3度は発赤。　　て1±　1度，小児の摘傷皮膚には2度であつた。5％

皮膚薗の隆起および硬化；4度は全症状発現（十）の　　　Undは小児の健康および損傷皮慮では2度，成入の

場合である。　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　扱傷皮膚では1度を示した。0．1％Thiolutinは，い

　実験成績：各被検薬の成績を第6～8蓑に示す（第　　　ずれの場合においても3度を認めた。5％PCPは小

6，7，8表）。っぎに薬剤による刺激度を示すと，第9　　児の健康，損傷の皮牌に3度を示し，成人の場合は，

蓑に示すごとく，対照としてのPEGO，　HOは0度で　　　PoPoは2度，　PCPは3度を示した。　DHAは，2度

ある。10％TETDはいずれの場合も1度である。3％　　を示した（第9表）。

ATMAは小児の健康および成人の損傷皮膚にたいし
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Pt　8表　大人の損傷皮膚にたいする各種白癬症治　　　　マゥスを用いた。

　　　療薬の刺激矧i試剛1比較成績　　　　　　　　　窪験成経1：実験の結果いずれに津5いて．もほとんど鰭

＼　　症状自刺1撫　発
　　　　　　覚陳
被検薬　＼、的激1感赤

対｝照　　HO

　　　TETD
　　Andecin

　　OrQnine

　　　PoPo

　　　DHA
　　　　PCP
Aureothricin

十（3）

十（2）

－1〔3）

＋（1）

＋（5）

＋（／）

＋（3）

＋（3）

　　1
十（5）十（1

十（2）

）

十（2）

＋（3｝

十（2）

十〔5｝

十（3）

十（5）

一ト（5）

乾状1皮隆1皮の皮

燥幽・羅塞

一1－

＿」

一1－（2）

十（4）

＋（4）

一1一

i

；　　　l　　　　　　　　l重　　．り　，

．II、　　V。，禰よ帥サ捌1下．腎．伸燗、li

一ヒ
｛fr
　1

刺　　　しい変化を示さなかつた。ただしH－〈tウスの1例のみ甕

蓬　皮・・たい・小膿魏詫繰．そ・他・獣瞭似・く

LT…一 @　認められなかつた。しかし他の例にはかかる変化のみ
　o
　　　　　られないことからみると，脱毛時のEvacreamまた
　1
　1　　は・外傷による刺溝気作用ではないかと考える。ウサギ

1　の場合においても，病ユ｛［1組織学柵視副［榔，腱ll～の

　2　　　1だ，深部の皮府のいずれにも病変を認められなかつた。

…‡ll糊・二il　，、…，険，欝諜蹴鰻，酬の繍，

　（註）　（）内の数字はりξ験例における刺1敷性を　　　　川いて，病埋組織標本を1乍成して，変化の有無な検し

　　　　訴えた例数5人を1群とし、1人でも刺激　　　た。ウサギの尿検1酬よ，被検薬準布後5日，1〔1日，】5

　　　　性を翫湖合CDでノ1≒した　　　　日および2（川、1ごとにカテ寸耀て採尿し1繊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　性試験を行つたn箔，照としては，被検薬塗布前10　f；1お

　　第駿繁肺脚ll醐I」卿馴望k♪［；較nSesht“／／・　　よび51・1，魁，【こ・撃渤磁梱1［1，．後の51川，エOl抑

．．，一．一一．．一．．．．一

B、＿＿9聖！雌）一．．．＿．　　1、IUie，Ft　“tfと雌した．1，謝髄としてU，。bil・。。9。n

被検薬物名

対　　照　　PEGO

対照H　O
10％　TETD
　3％　ATMA
　5％　　Und
O．1％　ThiQlut｛n

5％　PCP

10％　DHA

型輿賊臨入。皮1“i　（，h，1，，、。Ald。1、yde厩、）．・・1・，。・・，，麟．蛋

健　康

o

1

ユ

2

3

3

損　傷

o

1

2

2

3

3

損　傷　由（S、lf。，、11。yli、、cid試験））1，hよび糖（B。・・di。・

　　　0　　　試験）を行い・さらに赤血球，尿円柱など病的莉形ld？1

　　　0　　　　分の有無を検した。

　　　1　　　　実験威績：・マウスおよびウサギの肝。腎・心および

　　　1　　　　肺の臓器には異’1；㌻のない所見なえた。ウサギの尿艶悔

　　　1　　　　試験の結果においても，Urobilinogen・’Bilirubin，

　　　3　　　糖・螢白の各反応および遠心淋査鮒多成分のいずれも

験齢1　　病的変化な認冴・ゾよかつた。

　　　2　　　　　　W　実験的白癬菌感染一v一ルモツトにたいする

（註）曖、いずれの蹴も陰性一度、赫の　　　瀧撒
　　　　み，2度溌赤皮1舖の隣起，3・Elig．；発赤・　　突験方法・5009前後既・v－E一ツ確7四鯛した。

　　　　皮槻面の隆起・硬化，4度；発赤e皮腐価　　　　それぞれの背部↓ケ所の毛を剃り，颪径約3cmの門

　　　　の隆起硬化゜乾騨態り支1鮫　　　　形にE▽a・…mにて脱・・k“し，ぬるま湯にてよくふき

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とり，10％Benzallc‘o，　niurn　chloride液の1，　OOO倍溶

　　　1V　マウスおよびウサギの皮騰のたいする　　　液にて消毒を行つたのち、2Vo．6紙ヤスリにて軽く袋

　　　　刺激性　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　皮をこすり、軽度の醐而をつくつたo実験はBtlshcy

　爽験方法：体重25kgぐらいのマウス10匹を，ウサ　　　aad　Shella③らが試みた方法に準じて行つた。原法

ギは体重2・6k9くらいの雄5匹を，それぞれ1群とな　　　では雄遊状菌の芽胞懸濁液1mm3中セこ，芽胞を約3700

し，マ〒Exは背部に直径約lcmの円形，ウサギは背　　含有していることがもつとも適しているとされる。し

部と腹部に約7×10Clnの，それぞれの局所をEva一　　かし著者はあらかじめ試験管内実験に使用した星芒状

creamにて脱毛し，　Cream．カミのこることのないよう　　繭3gを秤取し，滅菌メノウ乳鉢内でよくすりつぶし，

にふきとり，5％被検薬GDを，前者は1日1回　　　滅歯蒸溜水1rn1をもって稀釈したものを前記の局所

lg，後者は1日朝，夕の2回10gを20日間塗布した。　　に接種し，しかるのち4δh経過せしめ，わずかに発赤を

ウサギの場合は塗布部分をビニール布でおおいその一1：　　認めたところで，3ケ所の接種部位に5％被検薬延を

を木綿の腹帯で聞定した。しかるのちそれぞれ罵殺　　　1日t圓塗布し，第10日口に脳殺した。屠殺した動物

し，裏皮，深皮を病理学的に組織の刺激性な検査し　　の接種部位の表皮から4切片をつくり，それぞれの切

たg対照としてはPG－PEGOのみを塗布した5聾の　　　片を4％Sabouraud　g1UCOSe　agarの純分離培養の
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斜面培地に移植し，28°Cで7R問培獲し，のち薗の　　例（73．9％），頭部山癬9例rl，T　6例（66，6％），顔而白

生存の有無を検した。対照として被検薬を用いない接　　　癬3例中3例（1，00％），斑状小水癒性白癬8例中7例

種部猷の切片を用い，同様な操作を行ったo　　　　　　　（87．5％），噸癬5例中4f舜」（80％），瓜白癬3例中0例

　喫験成績：前記のごとくして，星芒状菌感染モルモ　　　（0％）であった。爪白癬にたいして無効であったが，

ツトの局所へ，5％TETD－PG－PEGO塗布による　　　その轍かの症例にたいしては，明らか蹴治療効果をえ

実験の結果な第10表に万、す（策10糞）。　対照はいずれ　　　たqこれらの准効率は全例中91．7％であるo深在性白

も培嚢陽性（十）であった。治療戚績は，7例中5例　　　癖は31貌沖癬劾，府効，無効の各1例であつた（箆1L

の治癒率（71％、を示し試ll、隻部隙にたいする成績は21　　表）。また培遊により患部から検出てきた菌種別の効

部位中16部位の治癒率（76％）を認めた。　　　　　　　J．1］iについてみると，第12爽に示すごとく，1｝ll紅色菌！2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　例置趾間菌5例，」’i’1－．　tl・．’i状菌5例の：1種で，22例中著効

　第10表　5％TETD－PEG軟i’・1；の‘）i：験［“1勺芒状儲　　　　9例，良好11例，有効0例で無効は2例であつた（第

　　　　感染モルモット治療成績　　　　　12rki）。

鋤N・．i1・一・2・3…516・7

培　　　謎

判　　　定

治　癒　率

十　＿　＿　＿　十　～　一一　　　　第噛12炎　　ll’1癬菌種別淫1療成維

1二：：：に：　磁茗．∵効・墨1騰．L蕩＿島一観灘、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t．　t．－r　　ゴゴ』』『　……　　　　狸紅　色苗　｛　12

＋一一＋『一 @趾開副・
5／7　　　71％　　　　　　　　SilL亡㌧：状菌　　　5

㈱対附いずれも膿1撒ωで献、　　　計　　22
・鱈州大学医！’7：部皮蔚．f’・1・教黙

4　　　7　　　〔｝　　ユ
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9　　　11　　　〔｝　12

　　　Nl目臨床試駒燃　　　　　　　　　　　（1／ト1平’細鱒丹羽昭和33年）

　これまでの昏基礎実験の結果，一一一応治療藁としての

利用性を認めたので，臨J，1〈試験に供したところ．その　　　　考　察

結果各種肉癬菌症にほll期待したごとき効果を克た。　’　　以上の結果からしてin　vitroにおける抗樺i作用1軟

　本成績は儒州大学脈学部皮膚科教室において，協同　　　轡基剤中にお6邑る安定性および刺激性からみて，丁践

研究寝中平・斉田とともに爽験したもので，さきに報　　　TD軟膏のli効濃疲は3～5％が最適であり，必要に
告⑥したものであるが，ここにほその火1略を記述す　　　応じては10％まで使用が可禽旨であることを伽りえた。

る。外来患者につぎ，5％TETD－PG　－PEGOをl　　　　TDTDと各纐白癬症治療薬の刺激性試験の沈較につ

日1～2回患都に塗布した結果，第11ii凱こ示すごとく・　　いては，喫際に繁用されている抗白麟繊剤の刺激性と

浅在性由癬i症における有効例は・汗癒状白癬23例中17　　Jtヒ較した結果，刺激性を示したm％TETD軟樹で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も，他の薬剤の刺激姓と比較すると，ぎわめて溺いこ

　第11表　5％TETD－PG－PEG軟轡の白癬菌　　　　とを認めた⑪健廠ならびに撮傷距ヒ囎にたいする繁用抗

．＿　韮墜造塾璽＿＿＿＿，＿＿．＿．　麟症治撚剤酬1　鮒は，10％TETD，3％AT
疾　患騰隣脇雛爾　MA・・もv）とも弱く・・％U・d・c・1・n・cac・d，・・ユ％

汗症状白癬23・16113021　丁正’i°1”ti・と5％PCP磯蕾ζ強いll轍性を示した・
　頭、部　白　癬　　9

　顔面　白　癬　　3

斑状小水癌小白癬　　8
　　　　　　　　1
頭　　癬跨
爪　白　　癬t3

5　1　2　0　0　1　　　もつとも強い刺激性はPCPであり，健縦と掴鰯の相

0　3　0　0　0　0　　　途による譲異はほとんど認められなかつた。成人の損

4　3　1　0　0　0　　　傷皮腐にたいする1乍用は，上記主薬を含有する市販晶

220001　をそのまま使肌たが，，」、児の嫡にたいするよ棚
o°1200　い刺1剛三を鋤た．PCPの製剤中，　P。P。とPCPで

有　効　率　1噛44／4891．7％　　る

　　　計　・　ISl　l・7207223　は儲のプゴが刺激性が強かつたが、　etLはC，es。1の

園分比　（％）　　i33．339．213．73，93．95．9　　誘導体が配合されているためではないかと考えられ

　　　　　　　　　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o

信州火学医学剖破虜科教窒　　　　　　　・　　　　　　さらにマゥス・ウサギの皮麿にたいする刺激性はほ

　　（中平・斉田・丹羽　昭和33年）　　　　　　　　　とんどなく，TETD軟脚塗布によつて，マウスにおい



　　70『（70）　　　　　　　　　　　　　僑州医誰第9巻第1・レナ

て臆めるために，また徽i「臓収によつて・鴛器　2）繁1脇舶購撒艶比i凱て波1欄渕1
の購が教られるので，そ螺多響をウサ雑おいて　のもつと砂ない薬物嘱することを鱒勲。

尿検蘇より・さらに各朧辞の病蹄職抽醐駐・お　3）マウスおよびウサ物劇・1に畑間連榊叡ノ

い徽侃たが誤常と勘るべき醜琳さなかつ　て，皮㈱灘あるいは緻吸ll燗、る1臓淵隙。
た・・れ嚇羽⑦・伊横⑧・のT・TDの鞠撚　たいす・1・・；鮒，鰍験Lたと。ろ，励んど嬬耀

　による毒性は，ごく低いことを報告している点からも　　　めなかつた。

叛昧ることである・したがつて経・婦卿障よる　4）星、・11糖1鰍モ，・モ。1、牒机て，71％の治

障害は低いのではないか拷・乞られる。　　　　療齢伽誼。

　　また撒擬して応∫ll醐能であ勧・否か卿；燃　　5）5％TETD－PG－PEG桝1・の［鰍　撒“瑠

験として一1蜘継粥動物にたいする治襯1負鮒つ　”い働細．7¢6峨鞭示し泊欄1治症礫として

た1鰍からして一1・撫撒成御・21部糊11窃撒（7〔i　は轍叫嚇ることを認めた。

％）において菌な認めなかつた。載た7例中5例の治

擦成績から判箆すると，治療尋｛は約7ユ％であつた。ご　　　　　　　　　参考文献
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TETDもA級に1属する薬剤と考えられる。

　　　　　　　総　　括

　』50／oTETD－Po工yethylene　glycoD｝吹1降または5％

TETD－Propylene　glycol　－polyethylene　glycol軟

膏を用いて，人体または動物の皮膚にたいする刺激性

　について実験した。さらに繁用抗白癬i菌剤との比較試

験をした。

　　1）小児の健康および損傷皮庸にたいしてはほとん

1ど刺激性を認めなかつたg


